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新
選
組
六
番
隊
長
井
上
源
三
郎

　

井
上
源
三
郎
は
文
政　

年
（
１
８

１２

２
９
）、
北
原
の
井
上
藤
左
衛
門
の

三
男
に
生
ま
れ
た
。
井
上
家
は
、
遠

祖
を
井
上 
掃
部
頭 
と
言
い
、
今
川
・

か
も
ん
の
か
み

武
田
両
氏
に
仕
え
、
武
田
氏
滅
亡
の

後
は
日
野
に
移
住
し
た
。

　

正
徳
３
年
（
１
７
１
３
）
藤
兵
衛

の
時
、
従
弟
八
左
衛
門
の
名
跡
を
継

ぎ
八
王
子
千
人
同
心
と
な
っ
た
。

　

二
代
か
三
代
目
の
藤
左
衛
門
の

折
、
千
人
同
心
を
統
括
す
る
上
司
の

下
命
を
聞
か
ず
、格
下
げ
を
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
損
得
を
抜
き

に
行
動
す
る
井
上
家
の
気
風
が
感
じ

ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
松
次
郎
、
松
次
郎
、
源

五
郎
（
藤
左
衛
門
）
と
続
き
松
五
郎

（
次
男
）・
源
三
郎
（
三
男
）
兄
弟
の

世
代
と
な
る
。
同
家
に
は
、
ほ
か
に

長
男
平
助
、
四
男
与
四
郎
、
五
男
権

太
郎
が
い
て
男
の
５
人
兄
弟
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
が
、
最
近
ほ
か
に
５

女
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り　

人
兄
弟

１０

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

家
を
継
い
だ
松
五
郎
は
、
多
摩
地

方
を
巡
回
し
、
天
然
理
心
流
と
い
う

あ
ま
り
流
行
し
な
か
っ
た
剣
術
を
教

授
し
て
歩
い
て
い
た
近
藤
周
助
邦
武

に
就
い
て
、
剣
術
の 
稽  
古 
を
し
て
い

け
い 
こ

た
。
こ
の
松
五
郎
の
稽
古
を
見
て
、

平
助
や
源
三
郎
も
入
門
し
修
行
を
始

め
た
。
し
か
し
修
行
と
い
っ
て
も
１

年
に
何
回
か
巡
回
し
て
く
る
周
助
の

来
た
折
、
ま
た
は
雨
で
農
事
が
で
き

な
い
時
な
ど
に
限
ら
れ
た
。
あ
ま
り

巡
回
の
回
数
が
多
い
と
、
差
し
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
修
束
（
謝
礼
）

の
捻
出
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

　

嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）、
宿
内
の

火
事
が
き
っ
か
け
で
母
を 
斬 
り
殺
さ

き

れ
た
名
主
佐
藤
彦
五
郎
が
天
然
理
心

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

流
に
入
門
、
自
宅
の
長
屋
門
を
改
造

し
て
道
場
を
造
っ
た
。
こ
の
た
め
近

隣
の
若
者
が
数
多
く
入
門
し
、
雨
の

日
や
夜
間
も
稽
古
に
励
ん
だ
が
、
指

導
に
当
た
っ
た
の
は
、
周
助
巡
回
の

と
き
は
別
と
し
て
松
五
郎
や
源
三
郎

兄
弟
等
で
あ
っ
た
。

　

源
三
郎
は
入
門
し
て
１
年
ぐ
ら
い

で
与
え
ら
れ
る
切
紙
を
嘉
永
３
年
３

月
に
授
与
さ
れ
、
万
延
元
年
（
１
８

６
０
）
５
月
に
免
許
を
授
与
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
間　

年
か
か
っ
て
い
る

１０

が
、
こ
れ
を
源
三
郎
が
入
門
し
て
か

ら
免
許
を
受
け
る
ま
で
の
時
間
が
長

す
ぎ
る
と
う
る
さ
い
こ
と
を
言
う
手

合
い
も
い
る
。
し
か
し
長
い
間
新
選

組
や
天
然
理
心
流
を
調
査
し
て
、
近

藤
周
助
が
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た

か
分
か
っ
て
く
る
と
、
こ
の
事
実
が

な
る
ほ
ど
と
理
解
さ
れ
て
く
る
。

　

江
戸
に
一
つ
の
道
場
を
持
ち
、
細

々
と
経
営
し
て
い
た
近
藤 
長  
裕 
の
天

な
が 
ひ
ろ

然
理
心
流
道
場
を
、
出
張
稽
古
先
の

三
助
が
継
ぎ
、
三
助
の
死
後
数
年
た

っ
て
三
代
目
を
小
山
村
（
町
田
市
）

の
周
助
邦
武
が
継
い
だ
。

　

こ
の
周
助
は
剣
術
は
も
と
よ
り
強

か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
経
営
的

手
腕
の
方
が
勝
っ
て
い
た
と
も
思
わ

れ
る
所
が
多
く
、
数
人
の
門
人
し
か

居
な
か
っ
た
天
然
理
心
流
を
、
多
摩

全
域
に
数
千
人
の
門
人
を
持
つ
大
流

派
に
ま
で
育
て
上
げ
た
人
で
あ
る
。

門
人
帳
や
そ
の
他
を
調
査
し
て
み
る

と
、
そ
の
地
方
で
門
人
を
集
め
る
の

に
、
こ
の
人
を
中
心
に
と
思
わ
れ
る

人
に
は
伝
位
の
授
与
が
早
く
、
そ
の

他
の
人
に
は
伝
位
の
授
与
が
遅
い
と

い
う
事
実
が
あ
る
。
周
助
が
い
か
に

門
人
獲
得
、
勢
力
拡
大
に
腐
心
し
た

か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
源
三
郎
も
免
許
を
得
る
ま
で　
１０

年
余
か
か
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
現
在
の
華
道
や
茶
道
の

免
許
を
受
け
る
に
も
そ
れ
な
り
の
金

が
か
か
る
。
ま
し
て
千
人
同
心
の
家

と
は
い
え
三
男
坊
で
兄
の
松
五
郎
か

ら
の
小
遣
い
も
知
れ
た
も
の
と
思
え

ば
、
師
匠
か
ら
免
許
を
伝
え
ら
れ
て

も
、
つ
い
こ
れ
を
受
け
る
の
が
延
び

延
び
に
な
る
こ
と
は
当
然
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
浪
士
組

上
洛
の
話
が
あ
り
、
佐
藤
彦
五
郎
が

参
加
を
勧
め
た
と
思
わ
れ
る
土
方
歳

三
が
同
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日

野
の
剣
士
達
か
ら
も
参
加
希
望
者
が

あ
り
、
井
上
源
三
郎
、
馬
場
兵
助
、

中
村
太
吉
郎
、
北
原
出
身
で
沖
田
総

司
の
義
兄
沖
田
林
太
郎
、
さ
ら
に
青

柳
村
（
国
立
市
）
の
佐
藤
房
次
郎
ら

が
上
洛
し
た
。
や
が
て
京
に
残
留
し

た
近
藤
・
土
方
ら
に
よ
っ
て
新
選
組

が
結
成
さ

れ
、
源
三

郎
は
六
番

隊
隊
長
に

任
じ
ら
れ
た
。

　

源
三
郎
の
京
都
で
の
活
躍
は
他
の

人
の
影
に
隠
れ
派
手
で
は
な
い
が
、

元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
七
月
の
天

王
山
攻
撃
の
折
に
は
、
足
の
指
に
敵

の
銃
弾
を
受
け
な
が
ら
果
敢
に
山
上

の
敵
の
攻
撃
に
あ
た
り
、
市
中
見
廻

り
の
時
な
ど
は
そ
の
篤
実
な
性
格
か

ら
町
人
た
ち
に
慕
わ
れ
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
天
然
理
心
流

の
門
人
で
年
長
の
源
三
郎
は
、
近
藤

勇
の
良
き
相
談
相
手
で
は
な
か
っ
た

か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

慶
応
４
年（
１
８
６
８
）正
月
、
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い
で
戦
死
。　

歳
で

４０

あ
っ
た
。
そ
の
と
き
の
様
子
は
同
行

し
て
い
た
甥
の
泰
助
に
よ
っ
て
故
郷

日
野
へ
伝
え
ら
れ
た
。
筆
者
は
泰
助

の 
倅 
角
太
郎
の
嫁
ケ
イ
さ
ん
に
伝
え

せ
が
れ

ら
れ
た
話
を　

数
回
聞
き
取
り
調
査

２０

し
て
「
井
上
松
五
郎
・
源
三
郎
兄
弟

の
事
跡
」を 
綴 
っ
た
が
、そ
の
折
関
係

つ
づ

資
料
二
百
数
十
点
が
発
見
さ
れ
た
。

　

今
年
１
月
か
ら
は
「
井
上
源
三
郎

資
料
館
」
が
開
館
、
こ
れ
ら
の
資
料

の
一
部
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

源
三
郎
は
、
若
い
こ
ろ
自
宅
近
く

の
金
子
橋
に
あ
っ
た
千
人
同
心
日
野

義
貴
の
寺
子
屋
に
通
っ
て
勉
強
し
て

い
た
。
文
久
３
年
８
月
義
貴
が
病
没

し
、
欣
浄
寺
に
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ

た
。
当
時
新
選
組
六
番
隊
長
だ
っ
た

源
三
郎
に
も
知
ら
さ
れ
、
何
ら
か
の

芳
志
を
送
っ
た
も
の
か
、
碑
の
台
座

の
裏
に
は
、「
井
上
源
三
良
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
。

　

宝
泉
寺
に
あ
る
墓
石
以
外
に
は
、

石
に
刻
ま
れ
た
も
の
は
無
い
と
考
え

て
い
た
が
、
数
年
前
に
発
見
、
今
回

初
め
て
発
表
す
る
。
今
ま
で
「
お
れ

の
所
に
は
新
選
組
や
井
上
源
三
郎
に

関
す
る
も
の
は
な
い
よ
」
と
い
っ
て

お
ら
れ
た
住
職
を
び
っ
く
り
さ
せ
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

欣
浄
寺
の
和
尚
さ
ん
、
ご
め
ん
な

さ
い
。

（
日
野
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

・
谷
春
雄
）

　
 

　

　

平
成　

年　

月
１
日
号
か
ら
本
コ

１５

１０

ラ
ム
欄
を
執
筆
さ
れ
て
い
る
谷
春
雄

氏
の
著
書
を
紹
介
し
ま
す
。
新
選
組

の
理
解
を
深
め
た
い
方
は
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

・『
ふ
る
さ
と
が
語
る
土
方
歳
三
』

（
対
談
集
）

・『
新
選
組
隊
士
遺
聞
』（
共
著
）

・『
新
選
組
の
青
春
』（
監
修
）

★女声合唱「プリマヴェーラ」
　毎週月曜日午前１０時～１１時３０分／
八王子信用金庫日野支店な

ど／発声の
基本から指導※見学歓迎／月５千円
／清水（�５８６－０２２８）
★詩吟「 神  風  流 」　 毎月第１～第４

しん ぷう りゅう

木曜日午後２時～４時／会員宅（多
摩平）／月３千円、教本代１千円／
大竹（�５８３－１６９４）
★現代芸術研究会　毎週土曜日午前
１０時～正午／市民会館な

ど／油絵、水
彩画、版画／入会金４千円、月３千
円／西田（�０９０－４４５７－９４８８）
★ウエスト東京トーストマスターズ
・クラブ　毎月第１・第３土曜日午
後２時３０分～４時３０分／羽村市コミ
ュニティーセンターな

ど／英語の演
説、スピーチの練習／１８歳以上で中
学校レベルの英語がわかる方対象／
６カ月７千円程度／手塚（�５８１－
０７５３）
★社交ダンス「かしの木７期会」
毎週水曜日午前９時３０分～１１時３０分
／富士電機体育館／多少の経験者、
男性歓迎／入会金１千円、月２千円
／石井（�５９１－６７４９）
★かわせみハーモニカアカデミー
毎月第２・第４木曜日午後１時～３
時／中央公民館な

ど／初心者歓迎。個
人指導あ

り／月３千円／宮内（�５８３－
０４６４）

★ペン字サークル若葉会　毎月第２
・第４火曜日午前１０時～正午／中央
福祉センターな

ど／月２千円／渡辺
（�５８６－９４９１）
★幼児クラブ「コッコ」「ピヨピヨ」　
週１～２回／東部会館な

ど／音楽リズ
ム、作製、季節の行事ほ

か／１歳～２
歳児は親子で、２歳６カ月～４歳児
は子どものみ※有資格者が指導／入
会金３千円ほか実費／広瀬（�５８５－
５６２６午後５時以降）
★合気道楽心館講習会　４月～６月
の毎週火曜日午後２時１５分～３時４５
分（一般）、午後４時～５時（子ども）
／南平体育館な

ど／月３千円／運動の
できる服装で／河原（�５８６－７３５２）
★バドミントン「ルディ」　 毎週月
曜・火曜・木曜日※時間等、詳細は
問い合わせを／南平体育館な

ど／月１
千５００円／原田（�５９２－５１３０）
★アメリカ人の先生と英語で遊ぶ
「ピーカブー」　４月からの金曜日午
前１０時～１０時４５分（２～３歳児）、１１
時～１１時４５分（１～２歳児）／四ツ
谷地区センターな

ど／英語の歌でリト
ミックほ

か／保谷（�・�５８７－７９８１）
★社交ダンスサークル「ムーンリバ
ー」　 毎週月曜日午後７時～９時／
南平駅西交流センターな

ど／初心者～
中級者※指導あ

り／入会金１千円、月
３千円／梅木（�５９１－０８４８）

★「雅着付け教室」ゆかたを着ませ
んか　５月～７月の第２・第４水曜
日午前１０時～正午に南平駅西交流セ
ンター、午後７時～９時に中央福祉
センターな

ど／手結びで自分も人も着
せられる※初心者歓迎／入会金２千
円、月１千円／戸澤（�５８４－２０８１）
★テニスサークル「ＷＡＶＥ」　 隔
週日曜日／八王子市内／初級～中級
対象／コート代実費／斎賀（�０９０－
４０７５－１６８５）
★バロック音楽サークル　毎月第１
土曜日午前１０時～正午／中央公民
館な

ど／音楽鑑賞と勉強会／指導・小
田瑠奈氏（バイオリニスト）／２０人
／月１千５００円／岩崎（�５８１－５７０７）
★マリオの英会話・ペルシア語クラ
ブ　毎月２～４回※日時は相談で決
定／オーパ７階（多摩市）／１回２
千円／アリババイ奈々（�５９３－
２５６２）
 

�この欄は広報手段を持たない市
民、団体・サークル等（主に市内在
住・在勤・在学者で構成）の活動を
支援するものです。市主催のもので
はありませんので、内容の確認は当
事者間でお願いします。

みんなのメモ帳みんなのメモ帳
主な掲載基準主な掲載基準

　なお、掲載後に苦情等のあったも
のは、今後の掲載を見合わせる場合
もあります。
�政治団体などが行う行事・会員募
集（以下「行事等」）や政治活動とみな
される行事等は、掲載できません。
�宗教団体などが行う行事等や宗教
活動とみなされる行事等は掲載でき
ません。
�企業などが行う行事等で営利目的
や営業宣伝とみなされる行事等は、
掲載できません。
�一般の行事等の取り扱いは、次の
とおりとします。
�サークル活動などの会員募集は、
同好の仲間を募るためのものとしま
す。「私が教えます」式のものは掲載
できません。
　また、同一サークルの会員募集の
再掲載は、掲載３カ月後から受け付
けます。
�営利を目的とする教室などを開い
ている個人・団体の講演会や作品展
などは、掲載できません。
�行事等の参加費用は、必要費、材
料費等の実費、常識範囲の会費（茶
菓子代等）を超えないものとします。
�営利目的とみなされるバザーやガ
レージセールなどは掲載できませ
ん。 （市長公室広報担当）
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▲日野義貴の碑（欣浄寺）


